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紹
　
介

和
田
嘉
寿
男
著

『
倭
姫
命
世
記
注
釈
』

是

澤

範

一二

『倭
姫
命
世
記
』
（以
下
、
世
記
と
略
称
）
は
、
い
わ
ゆ
る
神
道
五
部
書
の

一
つ
で
あ
り
、
中
世
に
お
け
る
伊
勢
神
道
の
文
献
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

倭
姫
命
は
垂
仁
天
皇
の
娘
で
あ
り
、
ぼ^
こ林
鵡
ぎ
一の
叔
母
。
豊
鉦
対
肥
の能
が

あ
と
を
う
け
、
天
照
大
神
の
御
杖
代

（神
が
憑
依
す
る
依
代
と
な
る
も
の
）
と

な
っ
て
大
神
が
鎮
座
す
る
宮
処
を
覚
め
る

「国
覚
ぎ
」
の
旅
に
出
る
。
各
地
で

国
の
名
を
た
ず
ね

（古
代
で
は
帰
順
を
う
な
が
す
意
と
な
る
）、
社
を
定
め
て
巡

幸
し
、
最
終
的
に
伊
勢
国
度
遇

（度
会
）
の
五
十
鈴
川
の
河
上
に
落
ち
着
く
。

世
記
は
こ
の
よ
う
な
伊
勢
神
宮
誕
生
の
伝
承
に
よ
せ
て
教
義
を
説
く
。

そ
も
そ
も
中
世
伊
勢
神
道
の
思
想
を
考
え
る
に
お
い
て
重
要
な
こ
の
文
献
を
、

古
代
文
学
を
専
門
と
す
る
著
者
が
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

「上
代
文
献
を
読
む
会
」
で
世
記
を
輪
読
し
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う

（こ
の
会

に
は
す
で
に

『古
京
遺
文
注
釈
』
、
『風
土
記
逸
文
注
釈
』
（
い
ず
れ
も
、
お
う
ふ

う
刊
）
の
成
果
が
あ
る
）。
さ
ら
に
そ
れ
を
個
人
的
に
評
釈
お
よ
び
全
訳
す
る
ま

で
に
至
っ
た
の
は
、
世
記
の
文
章
の
部
分
に
古
代
的
な
文
の
あ
り
か
た
を
か
い

ま
見
た
か
ら
で
あ
る
。
著
者
は
い
う
、
「文
の
そ
も
そ
も
は
歌
で
あ
っ
た
。
歌
の

そ
も
そ
も
は
、
一言
葉
で
妖
気
を
退
け
よ
う
と
す
る
呪
術
で
あ
る
」
（あ
と
が
き
）

と
。
世
記
に
見
ら
れ
た
祝
詞
の
よ
う
な
繰
り
返
し
の
多
い
文
章
が
、
そ
の
形
式

と
し
て
、
古
代
の
リ
ズ
ム
を
と
も
な
っ
た
謡
い
を
紡
彿
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

本
書
の
内
容
を
紹
介
す
る
。
ま
ず
、
注
釈
に
あ
た
り
、
内
容
を
五
〇
の
段
に

分
か
ち
各
段
に
題
名
を
付
す
。
【原
文
】
の
底
本
に
は
現
存
最
古
の
写
本
で
あ
る

神
宮
文
庫
蔵
本

（応
永
二
十
七
年
写
、
神
宮
古
典
籍
影
印
叢
刊
８
所
収

・
八
木

書
店
）
を
使
用
す
る
。
【訓
読
文
】
は
底
本
に
付
さ
れ
た
中
世
の
訓
を
あ
え
て
削

除
し
、
古
代
の
訓
の
復
元
に
努
め
た
と
あ
る

（例
え
ば

「天
皇
」
を
ス
ベ
ラ
キ

↓
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
、
「斎
」
を
イ
ハ
フ
↓
イ
ツ
ク
な
ど
）。
こ
れ
は
、
世
記
が
古

代
の
書
の
形

（擬
態
）
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
従
っ
た
も
の
で
あ
り
、　
一
つ
の

方
法
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
底
本
の
訓
み
を
採
用
し
た
も
の
と
し
て
日
本
思
想
大

系

（『中
世
神
道
論
』
岩
波
書
店
）
が
あ
り
、
室
町
時
代
初
期
の
よ
み
を
示
す
。

そ
の
ほ
か
世
記
で
は
初
め
て
の

【
口
語
訳
】
を
付
し
、
適
宜
古
注
を
参
照
し
な

が
ら
の

【語
釈
】、
最
後
に

【考
説
】
を
お
く
。

世
記
は
、
そ
の
書
写
が
天
武
朝
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
奥
書
を
有
し
、
古

代
書
を
装
う
。
著
者
が
随
所
に
引
く

『倭
姫
命
世
記
弁
』
（吉
見
幸
和
、
一
七
三

六
年
）
や

『太
神
宮
本
記
帰
正
抄
』
（御
巫
清
直
、　
一
八
六
四
年
）
が
精
緻
な
考

証
で
、
古
代
を
擬
し
た
偽
書
と
世
記
を
厳
し
く
批
判
す
る
の
に
対
し
、
偽
書
で

あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
著
者
の
考
説
は
寛
容
で
好
意
的
で
さ
え
あ
る
。
著
者

は
い
う
、
「史
実
と
い
う
の
は
、
人
の
世
の
視
点
で
あ
る
。
人
と
神
と
が
未
分
化

の
時
代
を
、
人
の
世
の
視
点
で
律
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
矛
盾
も
出
て
く
る
。
そ

れ
を
難
ず
る
近
世
の
学
者
の
姿
勢
は
、
実
証
的
、
合
理
的
に
過
ぎ
る
よ
う
で
あ

る
」
（
一
五
九
頁
）。
こ
う
い
っ
た
見
方
は
、
昨
今
の
偽
書
に
対
す
る
再
評
価
の

気
運
に
乗
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
誠
に
時
宜
を
得
た
出
版
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

巻
末
に
は

「『倭
姫
命
世
記
』
に
つ
い
て
」、
「倭
姫
命
の
巡
行
―
常
世
へ
の
国

兌
ぎ
―
」
の
二
編
を
載
せ
、
古
代
と
中
世
に
お
け
る
伊
勢
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く

ら
ま
せ
て
く
れ
る
。
ま
た
、
「所
収
文
献
解
題
し、
参
考
地
図

（倭
姫
命
巡
幸
の

道
、
伊
勢
神
宮
と
の
そ
の
周
辺
）
を
収
め
る
。

（和
泉
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
十

一
月
刊
、
二
五
三
頁
、
七
〇
〇
〇
円
）

―
―
長
榮
管
理
学
院
外
国
語
文
教
育
中
心
助
理
教
授
―
―


